
 警察歯科講演会 開催案内  
              

日時：令和７年３月１２日（水）午後７時３０分 
場所：葛飾区歯科医師会館 
演題：JDAT の活動と警察歯科医活動について 

      講師：神奈川歯科大学歯学部 法医学講座 歯科法医学分野 
         教授 山 田 良 広 先生 
      申込：メール（katshika@lily.ocn.ne.jp ）へお申込み下さい 

      
＜抄録＞ 

 令和 6 年 1 月 1 日発生の能登半島地震では歯科医師は、JDAT(Japan Dental Alliance Team)の一

員として歯科医療支援、あるいは警察歯科医として身元確認作業を行った。JDAT の大規模災害での

本格的な活動は今回がはじめてであり、身元特定に特化した警察歯科医活動との連携について考察し

た。なお、被災地における歯科医師等の活動については、日本歯科医師会および石川県歯科医師会の

ホームページ、さらに日本法歯科医学会で集めた現地情報を参考にした。 

JDAT は平成 27 年４月設置の災害歯科保健医療連絡協議会(事務局 日本歯科医師会)が発災時に災

害救助法を活用する場面で事務局が厚労省から要請を受けて派遣する民間チームである。被災地での

活動は、発災後おおむね 72 時間以降(超急性期以降)に緊急災害歯科医療や避難所等における口腔衛

生を中心とした公衆衛生活動を支援することを通じ、被災者の健康を守り地域歯科医療の復旧を支援

すること等を目的とし、一方で身元不明死体の歯科所見による身元特定は行わないとされている。 

従来、災害時の歯科医師の役割は 1.身元確認、2.歯科医療、3.歯科保健とされ、被災地の状況は天

候等で容易に変化することが考えられ必要とされる活動も変化する。その場で活動する歯科医師は、

厚労省の JDAT の一般歯科医としての歯科医療支援と、警察庁の警察歯科医の身元確認作業を両立で

きるような省庁の垣根を越えての連携が必要だと思われる。 

＜略歴＞ 

1987 年 神奈川歯科大学 卒業 歯科医師免許（歯科医籍登録番号第 103762 ） 
1995 年 東京大学大学院医学系博士課程修了 博士（医学）（1018 号） 
1995 年 神奈川歯科大学講師（法医学） 
2005 年 同上 教授 大学院教授（法医歯科学） 
現在 同上 教授（歯学部 法医学講座 歯科法医学分野） 

 
＜学会活動＞ 

日本法歯科医学会・犯罪学会 理事 日本法医学会・DNA 多型学会 会員 
＜社会的活動＞ 

・厚生労働省戦没者遺骨収集事業構成員（2004 年４月~現在に至る） 
・鑑定嘱託（裁判所・検察・厚労省・外務省・警察等） 

DNA 鑑定（1270 件）、DNA 鑑定に対する意見書（約 200 件） 
・身元特定・年齢推定（約 200 件） 
証人出廷 38 件（直近 横浜地裁 令和６年７月 19 日） 

・令和 7 年度非常勤講師 
医学部 5 校（東京大学・千葉大学・広島大学・名古屋市立大学・帝京大学） 
歯学部 2 校（松本歯科大学・九州歯科大学） 

 
講演会に出席される先生はＩＣカードをご持参ください。 

 

主催：葛飾区歯科医師会 

mailto:katshika@lily.ocn.ne.jp

